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【報告・紹介】
教育的指導者育成にガイドラインを活用する
特定非営利活動法人国際理解教育センター　理事代表
角田　尚子
　ERIC国際理解教育センター（以下、ERIC）は、1989年の設立以来、参加
型学習という教授法による国際理解教育（テーマとして環境や開発、人権、平
和を包含する）についての教育的指導者育成に取り組んできている。2000年
からは ESDファシリテーターズ・カレッジと名付けた主催研修を継続してき
ている。その他、調査研究・教材開発プロジェクトを、指導者育成に関連して
行っている団体である。
　2011年度の調査研究プロジェクトとして、日立環境財団からの助成金を得
て、「リスク・コミュニケーション」についての教材開発研究および教材開発
のためのガイドラインづくりに取り組んだ。その内容については、プロジェク
ト・リーダーを務めた角田季美枝さんから報告があると思う（編注：230ペー
ジ以降に掲載）。
　この活動紹介では、ERICが実践してきた「ガイドライン」を取り入れた指
導者育成のプログラムをまとめて紹介したい。
　「ガイドライン」とは、国際社会においては、社会開発の方向性や最低基準
などを決定する「ハード・ロー」と「ソフト・ロー」の中の「ソフト・ロー」
にあたる、強制力の弱い国際合意と位置づけられているものである。しかし、
ガイドラインという言葉そのものは、国際社会での合意以外でもさまざまなと
ころで使われており、最近では、セクハラやパワハラに対する大学などにおけ
るガイドラインなどが、よく見られる事例である。ここでは「ガイドライン」
を「ある集団」における「共有された」「行動基準」や「目標・ビジョン」と
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広く捉え、ガイドラインがその集団および集団の成員の成熟と成長にどのよう
に活かされうるか、検討したい。
１．ガイドラインを活用した研修プログラムやアクティビティ実践
　指導者の価値観の形成のために、さまざまな「ガイドライン」を研修プログ
ラムに取り入れた 2012年度の実践をまず紹介する。
（１）事例１　『ワールド・スタディーズ』
　ERICがもっとも最初に翻訳したのが、イギリスの開発教育教材『ワールド・
スタディーズ』である。そこには「わたしはワールド・スタディーズを実践し
ているだろうか」というチェックリストがあり、このテキストを使って授業実
践を行う教育的指導者のセルフ・チェックによって、実践の評価・改善に取り
組めるようになっている。ERICの主催研修テーマ「国際理解」は、このテキ
ストを中心に 12時間研修として組み立てているが、このチェックリストその
ものを検討することで、教材の評価やよりよい理解につなげている。
（２）事例２　「トビリシ宣言」
　1977年に合意された「トビリシ宣言」は、35年たった現在でも、環境教育
の方向性を示す基本的な文書となっている。『環境教育指導者育成マニュアル』
（角田尚子・国際理解教育センター、1999年）は、トビリシ宣言の項目をラン
キングという手法で指導者育成のプログラムに取り入れることで、情報提供お
よび定着化・点検の視点の獲得と同時に、「優先順位」をつけるという高次の
思考スキルのトレーニングにつなげている。
（３）事例３　ESDの価値観
　ESD（持続可能な開発のための教育）は価値観の教育であると、国連 ESD
推進 10年の行動計画は言う。わたしたちの価値観が変わらなければ、行動は
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変わらない。一人ひとりの行動が変わらなければ、社会の発展の方向は変わら
ない。それが ESDの重要なメッセージの一つである。ERICの主催研修にお
いて、以下のような方法でプログラムに取り入れている。
　１．ESDの価値観で、同意できるもの、実践しているものを選択する
　２．グループで、大切だと思うものを選び出す
　３．大切だと思うが、実践できていないと思うものはどれか選び出す
　４．何が実践のバリアになっているか考える
　５．実践できるようにするための手だてを考える
　ガイドラインを「レクチャー」によって一方的に伝達するのではなく、この
ような討議型で検討する方法をとっているのは、ERICの研修はすべて参加型
で行なっているということもあるが、価値観が内化されなければ行動変容につ
ながらないからである。自分自身の選びとった価値観によって、自分自身を育
てていく、このような思考法を「再帰的経験学習」と呼んでいる。
（４）事例４　「リスク・コミュニケーションのガイドラインの検討」
　すでに、国際的に合意され、提唱され、教育の場面において共有しようと行
動計画に取り入れられているのは「価値観」だけではない。いま、わたしたち
が依拠することができる国際社会の目標としては、MDGs（ミレニアム開発目
標）やアジェンダ 21などがあるが、トビリシ宣言や価値観同様、知識理解に
とどまることなく、自らのものとして、主体的に運用しようとする姿勢を育て
ることがもっとも重要である。
　2012 年 5 月、ERIC が日本事務局を引き受けている PLT（Project 
Learning Tree）の年次コーディネーター会議の分科会において、「リスク・
コミュニケーションのガイドライン」を使ったプログラム実践を行なった。以
下がプログラムの流れである。
　１．Calculation exercise ［worksheet 1］　放射能被ばくの計算式
　２．Mangaichi exercise ［worksheet 2］　万が一を理解する
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　３．Risk communication factors ［worksheet 3］　3.11後のリスク
　４．Create a scene: “Should she/he evacuate?”　人間静止画
　５．Review the activities and the guidelines　ガイドラインの検討
（５） 　事例５　ガイドラインを使ったアクティビティの開発「カウラの大脱
走-点検！戦後 60 年の人権感覚」
　第二次世界大戦中の、日本軍による捕虜の扱い方の非人道性については、東
京裁判などによって指摘されているところである。では、現在のわたしたちは、
捕虜の扱いに対して、どれほど人道的な立場から行動することができるように
なっているだろうか？　戦後 60数年、二世代を超えて、何が教育され、何が
共有されていないかを自覚するためのアクティビティとして、開発したもので
ある。このアクティビティは、2012年夏、トルコにおいて開催されたヨーロッ
パ教師教育学会1教員養成セクションの分科会で発表した。アクティビティの
流れは以下である。
　１．カウラの大脱走の背景―「20の扉」
　２．賛成・反対、いまならこういう・反証事例を示して討論
　３．ジュネーブ条約　捕虜の待遇に関する条約を読む
　４．わたしたちの人権感覚は育ったかな？
（６）事例６　「◯◯の健康診断」
　持続可能性への挑戦は、わたしたちの社会の健康さを取り戻すということで
ある2。健やかさや健康を取り戻すためには、何が「理想」か、あるいは目指
すべき姿であるかを考え、それを点検の視点として現状をチェックし、改善す
ることが大切である。わたしたちの社会が持続可能でないのは、社会の不健康
1 http://www.atee1.org/conferences_and_seminars/22/2012_atee_annual_
conference_policies_and_professionalism
2 http://ericweblog.exblog.jp/15642643/
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であり、生活習慣病なのである。わたしたちの社会は、すぐには健康体にはな
らない。しかし、努力しなければ、病気はさらに悪くなることは、当然である。
　リスク・コミュニケーションのガイドラインも、「健やかさ」のための指標
である。このプログラムでは、個人的な「◯◯の健康診断」をまず考えること
で、「なぜ、健康診断をするのか」「健康診断をするだけでいいのか」など、診
断の意味を共有した上で、リスク・コミュニケーションのガイドラインの検討
へとつなげることにより、ガイドラインを身近で、活用すべき視点として共有
できるようにした。
２．再帰的経験学習の検討
　生き物は、経験学習的存在である。環境との交互作用から学び、行動を修整
しつつ、生きている。その学びの力が高いものほど、環境の変化に適応しやすく、
生き延びやすい。人間の社会も同様である。ピーター・センゲは『The Fifth 
Discipline』3で、「学び続ける組織がもっともよく生き延びる」ということを
指摘している。その大切なポイントが「システム思考」をはじめ、5つの原則
であると指摘しているのがこの本である。「自己習熟」「チーム学習」「自己イ
メージの変革」「ビジョンの共有」「システム思考」の五つであるが、原著のタ
イトルが「五番目の原則」となっているように、システム思考によって、評価・
改善していくことがもっとも大切な原則だと指摘している。改善し続けること、
それが学び続けるということである。
　ビジョンを想定し、そこに向けていまの行動計画を考える方法は「バックキャ
スティング」とも呼ばれる。持続可能な開発のための教育とは、正しく、「持
続可能な社会」の未来像を共有し、そのためにいま何をなすべきかを考え、教
育改革に取り組んでいく教育思想である。
　フューチャーサーチ会議という、大集団による社会的合意形成のためのワー
3 The Fifth Discipline-the art & practice of the learning organization, 
RandamHouse, 1990
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クショップ手法においても、「過去の共有」「現状分析」「未来のビジョン」「共
通原則」「行動計画」という 5つのステップで構造化されている。
　同時に、バックキャスティングないし、「ビジョンを共有しつつ、システム
思考で改善する」、あるいはフューチャーサーチ会議のような構造というのは、
個人個人の行動原理においても、採用されなければ、社会変革につながらない。
そのためには、さまざまな人材育成研修において、「ふりかえり」「点検の視点
の確認」「修整」が取り入れられる必要がある。
　経験学習というのは、デューイが提唱し、1980年代にデビッド・コルブが
再定義した学習理論である。しかし、日本で、戦後、発見学習、問題解決学習、
プロジェクト学習などの学習者中心のカリキュラムが導入された時、「はいま
わる経験主義」と批判された、「自分たちの経験だけから学んでいても、成長
にはつながらない」という問題点は克服されていない。
　わたしは、現在の「大量消費・大量生産社会」の問題は、社会の生活習慣病
と捉えている。それは、大量消費・大量生産が、地球環境の健康にとって、大
きな脅威であるからであり、生態系の原則の一つである「循環」を疎外してい
るからである。生活習慣病から脱却するには、何が健康であるかのビジョンを
知ることが大切である。そして、それを点検の視点として、現状を改善してい
くのだ。つまり、目標とする姿を自らに戻す、再帰的に自己規定しつつ、シス
テム思考、経験学習的アプローチを取らなければならないのである。ERICは、
『ワールド・スタディーズ』の翻訳以来、「気づきのためのアクティビティ」によっ
て、共有したい概念や理念を点検の視点として、学びをすすめる教授法を、指
導者育成の一つの柱としてきた。点検の視点を、概念だけではなく、さまざま
なガイドラインに広げて、経験学習的なサイクルの中に、再帰的な refl exitive
なものとして取り入れていく方法論を指導者育成に取り入れることで、経験学
習的アプローチを超える実践につながったのが、2012年度の成果である。
（かくた・なおこ）
（2013年 2月４日受理）
CW3_AZ314D18.indd   229 2013/03/21   11:36:29
プロセスシアンプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスブラック
